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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第３区分
【発行日】平成28年10月6日(2016.10.6)

【公開番号】特開2014-59874(P2014-59874A)
【公開日】平成26年4月3日(2014.4.3)
【年通号数】公開・登録公報2014-017
【出願番号】特願2013-191525(P2013-191525)
【国際特許分類】
   Ｇ０６Ｆ  12/06     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/76     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/907    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/91     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０６Ｆ   12/06     ５２２Ａ
   Ｈ０４Ｎ    5/76     　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ    5/907    　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｎ    5/91     　　　Ｊ
   Ｈ０４Ｎ    5/225    　　　Ｆ

【手続補正書】
【提出日】平成28年8月23日(2016.8.23)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　それぞれの連続撮影イメージデータ（ＣＳＩＤ）を生成するマルチプル連続撮影（ＣＳ
）動作が実行される間に、イメージ処理システムに含まれ、保存ファームウエアを保存す
る不揮発性ファームウエア保存領域と第１メモリ領域と第２メモリ領域とを含むメモリア
レイを含むフラッシュ保存装置を動作させるための、前記フラッシュ保存装置のフラッシ
ュコントローラによって実行される方法において、
　ホストから領域割り当て情報（ＲＡＩ）の単一インスタンスを受信する段階と、
　前記ＣＳ動作が実行される間に、前記ＲＡＩの受信に応答して、前記第１メモリ領域の
一部を、前記ＣＳＩＤのみを一時的に保存するための専用ＣＳＩＤバッファ領域に割り当
てる段階と、
　正常プログラム動作中に、前記第２メモリ領域の一部を、正常データを保存するための
正常データ領域に割り当てる段階と、を含み、
　前記不揮発性ファームウエア保存領域は、第１速度で行われるデータアクセス動作を支
援し、
　前記第１メモリ領域は、前記第１速度で行われる前記正常プログラム動作を含むデータ
アクセス動作を支援し、
　前記第２メモリ領域は、前記第１速度よりも遅い第２速度で行われるデータアクセス動
作を支援し、
　前記フラッシュコントローラは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と、前記保存ファ
ームウエアを前記ＲＡＭにロードして実行するＣＰＵとを含み、
　前記フラッシュコントローラにより実行される前記保存ファームウエアは、受信した前
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記ＲＡＩの単一インスタンスを解析し、前記解析したＲＡＩに基づいて、前記第１メモリ
領域の一部を前記専用ＣＳＩＤバッファ領域に割り当て、前記第２メモリ領域の一部を前
記正常データ領域に割り当てる方法。
【請求項２】
　前記ＲＡＩは、イメージ解像度設定、ＣＳフレームレート、及びＣＳ時間のうち少なく
とも２つ、またはＣＳＩＤバッファ領域サイズ値を含む請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１メモリ領域は、シングルレベルメモリセル（ＳＬＣ）でのみ動作するフラッシ
ュメモリセルを含み、前記第２メモリ領域は、マルチレベルメモリセル（ＭＬＣ）で動作
するフラッシュメモリセルを含む請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記イメージ処理システムの初期化動作中に、前記ホストに含まれたメモリに前記ＲＡ
Ｉを保存する段階をさらに含む請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記フラッシュ保存装置は、前記ホストから受信されたＳＷＩＴＣＨ命令に応答して、
前記ＲＡＩを保存するＶＥＮＤＯＲ＿ＳＰＥＣＩＦＩＣ＿ＦＩＥＬＤフィールドを有する
ｅｘｔｅｎｔｅｄ　ｃａｒｄ　ｓｐｅｃｉｆｉｃ　ｄｅｖｉｃｅ（ＥＸＴ＿ＣＳＤ）レジ
スタを含むエンベデッドマルチメディアカード（ｅＭＭＣ）である請求項１に記載の方法
。
【請求項６】
　前記ホストは、プロセッサとカメラモジュールとを含み、前記方法は、
　前記カメラモジュールで前記ＣＳＩＤを生成し、前記ＣＳＩＤに関連したＣＳＩＤフラ
グを生成し、前記プロセッサに前記ＣＳＩＤと前記ＣＳＩＤフラグとを提供する段階と、
　前記プロセッサを用いてランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）に前記ＣＳＩＤを保存する
段階と、
　前記ＲＡＩと前記ＣＳＩＤフラグとに応答して、前記プロセッサを用いて前記専用ＣＳ
ＩＤバッファ領域に前記ＣＳＩＤをプログラミングする段階と、を前記ＣＳ動作のそれぞ
れに含む請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ホストは、プロセッサとカメラモジュールとを含み、前記フラッシュ保存装置は、
ｅＭＭＣであり、前記方法は、
　前記カメラモジュールで前記ＣＳＩＤを生成し、前記ＣＳＩＤに関連したＣＳＩＤフラ
グを生成し、前記プロセッサに前記ＣＳＩＤと前記ＣＳＩＤフラグとを提供する段階と、
　前記プロセッサを用いてランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）に前記ＣＳＩＤを保存する
段階と、
　前記ＲＡＩと前記ＣＳＩＤフラグとに応答して、前記プロセッサを用いて前記専用ＣＳ
ＩＤバッファ領域に前記ＣＳＩＤをプログラミングする段階と、を前記ＣＳ動作のそれぞ
れに含み、
　前記ＣＳＩＤフラグは、ＣＭＤ２３命令のｃｏｎｔｅｘｔ　ＩＤであって、前記ホスト
から前記ｅＭＭＣに伝送され、前記ＣＳＩＤは、ＣＭＤ２５命令のデータであって、前記
ホストから前記ｅＭＭＣに伝送される請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　
　前記ＣＳ動作のうち少なくとも１つを実行した後、移送命令を前記ホストから前記フラ
ッシュ保存装置に伝送する段階と、
　前記専用ＣＳＩＤバッファ領域に保存された前記ＣＳＩＤの一部を前記第２メモリ領域
にコピーする前記移送命令に応答して移送動作を行う段階と、
をさらに含む請求項６に記載の方法。
【請求項９】
　前記フラッシュ保存装置は、前記プロセッサと共に前記専用ＣＳＩＤバッファ領域に前
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記ＣＳＩＤの前記プログラミングを制御するフラッシュコントローラとページバッファと
を含む請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記移送命令は、ＣＳ動作の実行後、一定の時間が経過した後、前記ホストから前記フ
ラッシュ保存装置に伝送される請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ホストは、プロセッサとカメラモジュールとを含み、前記方法は、
　前記カメラモジュールで前記ＣＳＩＤを生成し、前記ＣＳＩＤのサイズを指示するＣＳ
ＩＤフラグを生成し、前記プロセッサに前記ＣＳＩＤと前記ＣＳＩＤフラグとを提供する
段階と、
　前記プロセッサを用いてランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）に前記ＣＳＩＤを保存する
段階と、
　前記ＣＳＩＤのサイズと前記専用ＣＳＩＤバッファ領域の残りの使用可能なメモリ領域
のサイズとを比較する段階と、
　前記ＣＳＩＤのサイズが、前記専用ＣＳＩＤバッファ領域の残りの使用可能なメモリ領
域のサイズよりも小さいか同じである時にのみ、前記ＲＡＩと前記ＣＳＩＤフラグとに応
答して、前記プロセッサを用いて前記専用ＣＳＩＤバッファ領域に前記ＣＳＩＤをプログ
ラミングし、そうではない時、前記プロセッサを用いて前記第２メモリ領域に前記ＣＳＩ
Ｄをプログラミングする段階と、を前記ＣＳ動作のそれぞれに含む請求項１に記載の方法
。
【請求項１２】
　前記ＲＡＭに前記ＣＳＩＤを保存する段階は、
　前記ＣＳ動作が実行される間に、リアルタイムで前記ＲＡＭに前記ＣＳＩＤをバッファ
リングし、前記ＣＳＩＤを前記ＲＡＭから前記フラッシュメモリ装置に伝送する請求項１
１に記載の方法。
【請求項１３】
　プロセッサを含み、連続撮影イメージデータ（ＣＳＩＤ）を生成するホストと、
　不揮発性ファームウエア保存領域を含むメモリセルアレイを含むフラッシュ保存装置と
、を含み、
　前記不揮発性ファームウエア保存領域は、保存ファームウエアと第１メモリ領域と第２
メモリ領域とを保存し、前記第１メモリ領域の一部は、前記ＣＳＩＤのみを一時的に保存
する専用ＣＳＩＤバッファ領域であり、前記第２メモリ領域は、正常プログラム動作中に
、前記ホストから前記フラッシュ保存装置に提供される正常データを保存し、
　前記不揮発性ファームウエア保存領域は、第１速度で行われるデータアクセス動作を支
援し、
　前記第１メモリ領域は、前記第１速度で行われる前記正常プログラム動作を含むデータ
アクセス動作を支援し、
　前記第２メモリ領域は、前記第１速度よりも遅い第２速度で行われるデータアクセス動
作を支援し、
　前記フラッシュ保存装置は、前記プロセッサから受信した領域割り当て情報（ＲＡＩ）
の単一インスタンスの受信に応答して、前記第１メモリ領域に前記専用ＣＳＩＤバッファ
領域を定義するフラッシュコントローラを含み、
　前記フラッシュコントローラは、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と、前記保存ファ
ームウエアを前記ＲＡＭにロードして実行するＣＰＵとを含み、
　前記フラッシュコントローラにより実行される前記保存ファームウエアは、前記ＲＡＩ
の単一インスタンスを解析し、前記解析したＲＡＩに基づいて、前記第１メモリ領域の一
部を前記専用ＣＳＩＤバッファ領域に割り当て、前記第２メモリ領域は、前記正常プログ
ラム動作中に、前記ホストから前記フラッシュ保存装置に提供される前記正常データを保
存するイメージ処理システム。
【請求項１４】
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　前記第１メモリ領域は、シングルレベルメモリセル（ＳＬＣ）のみで動作するフラッシ
ュメモリセルを含み、前記第２メモリ領域は、マルチレベルメモリセル（ＭＬＣ）で動作
するフラッシュメモリセルを含む請求項１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　前記ホストは、

　前記ＣＳＩＤを前記プロセッサに提供するカメラモジュールと、
　前記イメージ処理システムによって実行される連続撮影（ＣＳ）動作のシーケンスの間
に、リアルタイムで前記プロセッサから受信した前記ＣＳＩＤをバッファリングするラン
ダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）と、
を含む請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　前記プロセッサは、前記ホストから前記フラッシュ保存装置に伝送されるデータが、前
記ＣＳＩＤであることを指示するＣＳＩＤフラグをさらに提供し、
　前記フラッシュコントローラは、前記ＣＳＩＤフラグに応答して、前記専用ＣＳＩＤバ
ッファ領域に前記ＣＳＩＤを保存する請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　前記フラッシュコントローラは、前記ＣＳＩＤのサイズが、前記専用ＣＳＩＤバッファ
領域で残りの利用可能なメモリ領域のサイズよりも小さいか同じであると最初に判断され
る時にのみ、前記専用ＣＳＩＤバッファ領域に前記ＣＳＩＤを保存し、そうではない時、
前記フラッシュコントローラは、前記第２メモリ領域に前記ＣＳＩＤを保存する請求項１
６に記載のシステム。
【請求項１８】
　前記プロセッサは、前記フラッシュ保存装置に移送命令をさらに提供し、前記移送命令
に応答して、前記フラッシュコントローラは、前記専用ＣＳＩＤバッファ領域に保存され
る前記ＣＳＩＤの一部を前記第２メモリ領域にコピーする請求項１５に記載のシステム。
【請求項１９】
　前記フラッシュコントローラは、ＣＳ動作の実行後、所定の時間が経った後に、前記ホ
ストから前記移送命令を受信できない時、前記専用ＣＳＩＤバッファ領域に保存された前
記ＣＳＩＤの一部を前記第２メモリ領域にコピーする請求項１８に記載のシステム。
【請求項２０】
　前記ホストは、前記カメラモジュールから直接前記ＣＳＩＤを受信するか、前記プロセ
ッサから前記ＣＳＩＤを受信するフラッシュ保存インターフェースコントローラをさらに
含む請求項１９に記載のシステム。
【請求項２１】
　前記ＲＡＭは、ダイナミックＲＡＭ（ＤＲＡＭ）である請求項１９に記載のシステム。
【請求項２２】
　前記ホストと前記フラッシュ保存装置は、システム・オン・チップ（ＳｏＣ）製造技術
を使って共通基板上に製造される請求項２１に記載のシステム。
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